
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「夢・はぐくむ」公立こども園整備計画 

第 1 期（南部）年次計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年（2019 年）5 月 

豊 中 市 

  



 

~目次~ 

 

１．第１期（南部）年次計画について ……………………………………1 

 

２．計画の概要 ………………………………………………………………2 

 (1) 対象となる園                2 

 (2) 統合の基本的な考え方            2 

 (3) 再整備の方向性               2 

 (4) 南部地域の全体スケジュール         3 

 (5) 本計画を推進した場合の利用状況       4 

 

３．園別年次計画 ……………………………………………………………5 

 (1) せんなりこども園              5 

 (2) 庄内こども園                5 

  (3) 栄町こども園                6 

  (4) 豊南西こども園               6 

 

 

 

 

【参考】 

本計画において使用する生まれ年度については、当該年の 4 月 2 日から翌年 4 月 1 日

までに生まれたこどもを意味します。例えば、2012 年度生まれは 2012 年 4 月 2 日から

2013 年 4 月 1 日までの間に生まれた子どもを意味します。 

 

こどもの生年月日 生まれ年度 

2012 年 4 月 2 日～2013 年 4 月 1 日 2012 年度 

2013 年 4 月 2 日～2014 年 4 月 1 日 2013 年度 

2014 年 4 月 2 日～2015 年 4 月 1 日 2014 年度 

2015 年 4 月 2 日～2016 年 4 月 1 日 2015 年度 

2016 年 4 月 2 日～2017 年 4 月 1 日 2016 年度 

2017 年 4 月 2 日～2018 年 4 月 1 日 2017 年度 

2018 年 4 月 2 日～2019 年 4 月 1 日 2018 年度 

2019 年 4 月 2 日～2020 年 4 月 1 日 2019 年度 

2020 年 4 月 2 日～2021 年 4 月 1 日 2020 年度 

2021 年 4 月 2 日～2022 年 4 月 1 日 2021 年度 
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１．第１期(南部)年次計画について 

第 1 期（南部）年次計画（以下、年次計画という。）は、地域と連携した子育ち・子

育て支援を推進するとともに教育・保育内容の充実・確立をめざす「夢・はぐくむ」公

立こども園整備計画（平成 30 年（2018 年）9 月策定 以下「夢プラン」という。）を

着実に進めることから、南部地域における統合の具体的な取組みを示すものです。 

 本市では、南部地域の活性化のため、平成 30 年 1 月に「豊中市南部地域活性化構想」

を策定し、1 つの柱として「子どもたちの元気があふれるまちづくり」を掲げておりま

す。これまで南部地域では、保育需要の高まりに対応し小規模の公立保育所を多く整備

しましたが、いずれの施設も老朽化が進み、立地の特性から駐車場や駐輪場の整備など

ハード面の課題を抱えています。一方ソフト面では、これまで家庭支援に力点を置きき

め細かな教育・保育の提供を行うことで、安心できる身近な居場所となるよう努めてき

ました。 

今後年次計画を進めるうえで、施設の老朽化対策はもとより、一定の規模を確保し、

子どもたちの夢が育める付加価値の高い施設として再整備を行うことで、公立こども園

としての役割を果たし、より効果的な子育ち・子育て支援を充実させていきます。 

また、現在検討中の（仮称）南部コラボセンターの整備に向けた取組みとの連携を深

めることで、一層きめ細かな支援を行い、南部地域の活性化においても寄与することを

めざします。 

 なお、再整備する 17 園については必要面積の確保等を考慮するなかで、移転建替え

や既存公共施設との複合化も視野に検討を行い、計画的に進めていきます。本計画では、

南部地域の再整備について記載しておりますが、検討にあたっては南部地域における魅

力ある学校づくりなどの動きに合わせ、小学校等の跡地を活用することを検討します。 

 

夢プラン全体スケジュール 

平成30 
（2018） 
年度 

令和元 
（2019） 
年度 

令和2 
（2020） 
年度 

令和3 
（2021） 
年度 

令和4 
（2022） 
年度 

令和5 
（2023） 
年度 

令和6 
（2024） 
年度 

令和7 
（2025） 
年度 

令和8 
（2026） 
年度 

令和9 
（2027） 
年度 

令和10 
（2028） 
年度 

令和11 
（2029） 
年度 

令和12 
（2030） 
年度 

令和13 
（2031） 
年度 

令和14 
（2032） 
年度 

                              

                            
  

  
 

  

 

 
 

       

 

また、夢プランでも示しているように教育・保育のニーズや社会情勢の変化も想定さ

れることから、「こどもすこやか育みプラン・とよなか」策定において 5 年ごとに行わ

れるニーズ調査年度をめどに見直しを行い、人口増加などによる見直しが必要な場合も、

柔軟に対応することとします。  

再整備 

第 2期 （北部・中部） 

とねやま、東丘、てらうち、原田、西丘、てしま 

北緑丘、東豊中、旭丘、本町、桜井谷、庄内西、高川 

島田、野田、螢池、豊中人権まちづくり 

第１期 （南部） 
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２．計画の概要 

(1) 対象となる園 

  本計画では、現在南部地域に配置している 8 園（高川こども園・豊南西こども園・

せんなりこども園、庄内こども園、栄町こども園、島田こども園・庄内西こども園・

野田こども園）のうち、4 園（豊南西こども園・せんなりこども園・庄内こども園・

栄町こども園）を統合予定とし、園児については、豊南西こども園は高川こども園、

せんなりこども園・庄内こども園・栄町こども園については島田こども園にそれぞ

れ転園等の措置を講じていく予定です。 

 

(2) 統合の基本的な考え方 

慣れ親しんだ園を転園することは、園児や保護者にとっても生活環境の変化が伴

うため、可能な限り避ける必要があります。このことから、本計画公表前で入園済ま

たは入園決定済の園児（平成 31 年度（2019 年度）新規入園園児）については、卒園歳

児（5 歳児）まで同園に在籍できるようにします。 

そのうえで、統合する園については、本計画公表後の新規入園児童が最終年度を

迎えた時に 3 歳未満児童がいないよう入園調整を行い、3 歳児、4 歳児がそろって指

定園の 4 歳児、5 歳児クラスへ転園します。この際、確実に指定園に転園できるよう

に転園先の在籍枠を確保します。 

 

(3) 再整備の方向性 

 存続する野田こども園と島田こども園については、庄内地域における「魅力ある学

校」づくり計画に基づく学校再編に伴う学校の跡地活用を含め、再整備を検討しま

す。なお、再整備の検討にあたっては、南部地域活性化推進の取組みと連携して進め

ていきます。庄内西こども園および高川こども園については、既存園の用地、施設の

有効活用を基本としつつ、長寿命化を図る中で、市有施設全体の有効活用の観点も

含め、施設の複合化など関連部局と連携した上で決定し、具体的な検討を進めます。 

 また、公立施設の役割として、非常災害時など乳幼児を中心として受け入れる避難

拠点や、地域の方が気軽に立ち寄ることができ、ゆっくり相談できるスペースを設

けて子育て支援拠点の充実を図るなど、各地域特性を考慮した特色あるこども園と

なるよう、施設ごとに付加価値を検討しながら再整備を行っていきます。 

  

バリアフリー 

サンルーム 
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本計画では、園数が減少することによる受け入れ児童数への影響や人口推計による

増減について、再整備対象園においてクラス数を増やすなど調整しながら児童数の変

化に対応していきます。 

 

(4) 南部地域の全体スケジュール 

各園の最終年度については前項の考え方に基づき、下表に記載のとおりです。 

一方で、存続する島田こども園・高川こども園・野田こども園・庄内西こども園に

ついては再整備を予定しており、下表のとおり統合と併行して早期に再整備を行う

予定です。 

 

園名 
2018 

年度 

2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

2025 

年度 

2026 

年度 

せんなり 
         

庄内 
         

栄町 
         

豊南西 
         

島田 

         

高川 

         

野田 

         

庄内西 

         

注）上記予定は作成時点のもので、整備手法・内容、財政状況により計画が前後する場合

があります。 

 

 

 

 

→島田こども園へ統合 

最終年度 

最終年度 

→島田こども園へ統合 

→島田こども園へ統合 

   
せんなり 庄内園児受入 栄町園児受入 

最終年度 

最終年度 

 
豊南西園児受入 

園児受入 

園舎整備 

園舎整備 

→高川こども園へ統合 

整備方針検討 

整備方針検討 

整備方針検討 

整備方針検討 

統

合 

再

整

備 

園舎整備 

園舎整備 
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(5) 本計画を推進した場合の利用状況 

本計画で転園となる園児の転園先の枠数を確保することは勿論、人口推計（注①）と

教育・保育利用意向率（注②）から算出した教育・保育ニーズ量（注③）を比較しなが

ら、南部地域全体で待機児童が発生しないように計画を進めます。 

 

■今後 10 年間の推計（シミュレーション） 

下記③の教育・保育のニーズ量に対し、民間施設の定員数（下記④）と公立施設の定

員数（下記⑤）を足した数を比較し、充足数（下記⑥）を計算したものが下表です。 

⑥の充足数がプラス状態（余裕がある）になる必要がありますが、本計画を進めた場

合のシミュレーションでは、達成できると分析しています。 

 

＜今後 10 年間の南部地域推計＞ 

  
2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

2025 

年度 

2026 

年度 

2027 

年度 

2028 

年度 

④民間定員 1,032 1,032 1,032 1,032 1,032 1,032 1,032 1,032 1,032 1,032 

⑤公立定員 916 883 853 818 780 753 688 658 658 658 

③ニーズ量 1,694 1,683 1,700 1,707 1,717 1,704 1,693 1,687 1,681 1,681 

⑥充足数 

（④+⑤-③） 254 232 185 143 95 81 27 3 9 9 

※上記民間定員、公立定員はニーズ量により変動することがあります。 

 

 

 

 

 

 

南部地域のニーズ量は今後 2023 年度をピークに微増しますが、それ以降に微減する

と分析しています。それに伴ってニーズ量（折れ線グラフ）も増減します。また、民間

施設は現在の定員数そのままとしたうえで、公立の定員数の増減を反映して合わせた

数が総定員数（棒グラフ）になります。 

 

 

(注①)人口推計：現在までの人口変化率（移動率・出生率など）により今後の人口を推測したもの。 

(注②)教育・保育利用意向率(ニーズ)：市民無作為抽出アンケートから、教育・保育を必要とすると回答した割合。 

                （現在利用していないが将来的に利用したい意向がある者を含む。） 

(注③)教育・保育ニーズ量：①の人口推計に②の率を乗じて得た人数。 

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度

④民間定員 ⑤公立定員 ③ニーズ量
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３．園別年次計画 

 

(1)せんなりこども園 

 せんなりこども園の最終年度は 2020 年度です。2020 年度に在園する 4 歳児は島田こ

ども園に転園となります。 

 

 2018 

年度 

2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

2025 

年度 

2012年度 5歳 - - - - - - - 

2013年度 4歳 5歳 - - - - - - 

2014年度 - 4歳 5歳 - - - - - 

2015年度 - - 4歳 
5歳 
島田 

- - - - 

2016年度 - - - - - - - - 

  ※表中の「-」は当該生まれ年度の園児の歳児にとってのクラス設定がない箇所を示します。 

   また     で囲まれた園児については在籍した園で卒園することができます。 

   次頁以降においても同様です。 

   例）2012 年度生まれの園児は、2019 年度時点で 6 歳児（小学生）であるため、せんなり

こども園でのクラス設定はありません。 

 

 (2)庄内こども園 

 庄内こども園の最終年度は 2022 年度です。2022 年度に在園する 4 歳児・3 歳児は島

田こども園に転園となります。2022 年度には 2 歳児クラスの入園を停止し、2022 年度

末が最終年度となります。 

 

 2018 

年度 

2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

2025 

年度 

2013年度 4歳 5歳 - - - - - - 

2014年度 3歳 4歳 5歳 - - - - - 

2015年度 2歳 3歳 4歳 5歳 - - - - 

2016年度 - 2歳 3歳 4歳 5歳 - - - 

2017年度 - - 2歳 3歳 4歳 
5歳 
島田 

- - 

2018年度 - - - 2歳 3歳 
4歳 
島田 

5歳 
島田 

- 

2019年度 - - - - 
入園
停止 

- - - 

  

最終年度 

最終年度 

こどもの 

生まれ年度 

計画年度 

計画年度 

生まれ年度 
こどもの 
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(3)栄町こども園 

 栄町こども園の最終年度は 2024 年度です。2024 年度に在園する 4 歳児・3 歳児は島

田こども園に転園となります。2023 年度には 1 歳児クラスの入園を停止し、2024 年度

末が最終年度となります。 

 

 
2018 

年度 

2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

2025 

年度 

2026 

年度 

2013年度 4歳 5歳 - - - - - - - 

2014年度 3歳 4歳 5歳 - - - - - - 

2015年度 2歳 3歳 4歳 5歳 - - - - - 

2016年度 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 - - - - 

2017年度 - 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 - - - 

2018年度 - - 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 - - 

2019年度 - - - 1歳 2歳 3歳 4歳 
5歳 
島田 

- 

2020年度 - - - - 1歳 2歳 3歳 
4歳 
島田 

5歳 
島田 

2021年度 - - - - - 
入園
停止 

入園
停止 

- - 

＊     で囲まれた園児についても在籍した園で卒園することができます。 

 

 (4)豊南西こども園 

 豊南西こども園の最終開園年度は 2024 年度です。2024 年度に在園する 4 歳児・3 歳

児は高川こども園に転園となります。2022 年度には 0 歳児クラスの入園を停止し、2024

年度末が最終年度となります。 

 

 2018 

年度 

2019 

年度 

2020 

年度 

2021 

年度 

2022 

年度 

2023 

年度 

2024 

年度 

2025 

年度 

2026 

年度 

2013年度 4歳 5歳 - - - - - - - 

2014年度 3歳 4歳 5歳 - - - - - - 

2015年度 2歳 3歳 4歳 5歳 - - - - - 

2016年度 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 - - - - 

2017年度 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 - - - 

2018年度 - 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 - - 

2019年度 - - 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 
5歳 
高川 

- 

2020年度 - - - 0歳 1歳 2歳 3歳 
4歳 
高川 

5歳 
高川 

2021年度 - - - - 
入園
停止 

入園
停止 

入園
停止 

- - 

 

最終年度 

最終年度 

こどもの 

計画年度 

生まれ年度 

計画年度 

こどもの 

生まれ年度 
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令和元年（2019 年）5 月 

こども未来部 こども事業課 


